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ボールベアリング損傷部の試料調製と解析

球形試料剥離部断面の試料調製による詳細な解析を実施いたします。

ボールベアリングの損傷解析

Cat.No 3S4J-033-00-120615

● ボールベアリングの損傷のほとんどは、剥離損傷です。この剥離の原因調査のためには、剥離部断面の解析が不可欠とな
ります。

● 従来、球の表面近くの剥離部の断面観察は、試料の調整が困難で精密には行えなかったのですが、独自技術により、これ
を可能にしました。

● 大きな剥離部を有する固定が極めて困難な形状の試料についても精密な断面観察用試料の提供が可能です。

● お客様のニーズの合わせた多様な分析及び解析方法を提供します。
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①基準面と剥離部の距離を測定：A

②樹脂の厚さを測定：B

③剥離部断面到達時における樹脂厚さ算出：B-A =C

④マイクロメーターで測定し、Ｃの厚みまで追い込み研磨

【試料調製方法手順】

球体を樹脂の中に埋め込み、独自の方法で剥離部の断面まで研磨する方法です。

分析及び調査項目

走査型電子顕微鏡（SEM） ・ 電子線マイクロアナライザー（EPMA）

マクロ組織 ・ ミクロ組織 ・ メタルフロー ・ オーステナイト結晶粒度試験

●調査材の組成分析（化学分析）

※スタンプミルの使用により、ボールベアリングから化学分析用試料の採取も可能です。

●組織観察： 次のような組織観察が可能です。

●表面分析及び形態観察： 次のような機器で形態観察を行うことが可能です。

※熱負荷の無い試料調製が可能です。

※仕上げ研磨面の位置を変更することで複数断面の観察が可能です。


